
地域医療構想具体的対応方針の再検証の要請について

① 厚生労働省において、全ての医療機関の診療実績データを以下の２要件で分析

② 分析の結果、多数の領域で、Ａ又はＢのいずれかに該当する公立・公的医療機関等を

「再編統合（※）の必要性について特に議論が必要な公立・公的医療機関等」（「再検証対

象医療機関」）と位置付け

③ 国において再検証対象医療機関を公表したうえで、医療機関及び都道府県に再検証を要請

※「再編統合」には、以下の選択肢全てを含む

・ 医療の効率化の観点から、ダウンサイジングや、機能の分化・連携、集約化

・ 不足ない医療提供の観点から、機能転換・連携

（参考）県立病院以外の医療機関

※診療実績データは、平成 29 年度病床機能報告による。

１ 再検証の要請の概要

Ａ：診療実績が特に少ない

Ｂ：診療実績が類似しかつ近接している医療機関がある

２ 再検証対象医療機関（県立病院）

医療圏 病院名
病床数

（稼働率）

分析要件

診療実績が特に少ない 診療実績が類似かつ近接

中部 県立東和病院 68床（86％） ● ●

胆江 県立江刺病院 130 床（53％） ● ●

二戸 県立一戸病院 95床（61％） ● ●

県立軽米病院 99床（73％） ●

医療圏 病院名
病床数

（稼働率）

分析要件

診療実績が特に少ない 診療実績が類似かつ近接

盛岡 国立病院機構盛岡病院 250 床（77％） ● ●

盛岡市立病院 180 床（82％） ●

胆江 総合水沢病院 145 床（88％） ●

国保まごころ病院 48床（72％） ● ●

両磐 国保藤沢病院 54床（84％） ● ●

久慈 国保種市病院 45床（65％） ●

【趣旨】

○ 地域医療構想の推進に関して、厚生労働省は「高度急性期」や「急性期」病床を持つ全国 1,455 の

公立・公的医療機関の診療状況を分析し、9月 26 日（木）「診療実績が乏しい」などと判断した再検

証対象医療機関として、全国 424 の病院名を公表した。

○ 岩手県の再検証対象医療機関は 10医療機関、そのうち県立病院は 4病院となっている。
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